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あらまし：本研究では、地域ハザードマップ作成支援システムによって登録された危険箇所の情報を二次

利用し、利用者の近くにある災害時危険箇所を通知するアプリケーションの開発を行った。このアプリケ

ーションでは、タブレット端末上の地図に、利用者の現在地や危険箇所のマーカーを表示する。マーカー

にアニメーションの追加、現在地の自動更新機能及び、通知とマーカー表示のフィルタリング機能を実装

したことにより、効率的に必要な情報を受け取ることができる。このアプリケーションは、危険箇所に関

する情報をその場で受け取ることによって、身近にある危険箇所を利用者が把握することや防災意識の向

上を期待している。 
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1. はじめに 

現在の日本は、以前に比べ建築技術が向上し、災

害に強い建物や都市の整備が進んでいる。その反面、

災害に対して脆弱な地域も存在し、その一つが歴史

的な地方都市である。歴史的地方都市は、伝統的景

観の保全のため、建物の改築が困難であることや、

高齢化・過疎化などの特有の問題を抱えている。空

間的あるいは人的制約の厳しい中で災害に備えるた

めに、現地住民による事前の災害対策が必要になっ

てくる。また、自治体がハザードマップを公表して

いる場合もあるが、与えられた情報を受け取るだけ

では防災意識の向上には繋がりにくいと考えられる。 

このような背景を踏まえ、街の個性と日常をベー

スにした地域に根差した防災を掲げ、ICT を活用し

た住民参加型ハザードマップ作成支援システムの開

発及び改良が、これまでに行われてきている(1)(2)。従

来のハザードマップ作成支援システムでは、災害発

生予測地点の位置情報を災害項目や危険度といった、

より詳細な情報と共に登録し、地図上に表示するこ

とが出来た。また、このシステムを運用するために、

歴史的な地方都市のモデル地区として、江戸時代か

らの古い町並みが残っている佐賀県鹿島市の肥前浜

宿を選定している。 

本研究では、ハザードマップ作成支援システムに

よって得られた情報を二次利用し、より防災意識を

高めることを目的として、位置情報に基づく危険箇

所確認アプリケーションの開発を行った。 

 

 

 

 

 

2. システムの概要 

位置情報に基づく危険箇所確認アプリケーション

は、災害の起きていないような、平常時においても

危険箇所に関する情報を受け取ることを予定した事

前学習アプリケーションである。あらかじめ危険箇

所の位置や情報を把握しておくことで、防災意識の

向上を期待している。 

危険箇所については、第 1章で紹介した地域ハザ

ードマップ作成支援システムによって登録された情

報を基にしており、その情報を通知によって利用者

が受け取るシステムを実装している。その他、利用

者の現在地や危険箇所の情報を地図上で閲覧できる

機能、現在地の自動更新機能、利用者の近くにある

マーカーにアニメーションを追加する機能、受け取

る情報にフィルタリングをする機能などを実装した

ことにより、利用者が必要とする情報を効率良く受

け取ることが可能となっている。 

本システムは、HTML5 を用いてハイブリットア

プリケーションを作成することができる開発ツール

Monacaを使用して開発を行った。Androidや iOSと

いった端末を選ばず、幅広い住民の方が利用可能な

アプリケーションとなっている。開発言語として、

HTML5、javascript、CSS、地域ハザードマップ作成

支援システムによって登録された危険箇所のデータ

を受け取る通信を行う際に PHPを使用した。 
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3. システムの開発と利用 

第 2章でも紹介した本研究で実装した機能とその

利用の流れを以下に示す。 

まず情報を地図上で閲覧できる機能について説明

する。危険箇所の閲覧方法としてタブレット端末上

の地図に利用者の現在地と災害項目をイメージした

アイコンを用いて危険箇所を表示している。危険箇

所を示すマーカーはタップすることで、より詳細な

情報を確認することが可能である。また、現在地の

自動更新ボタン及び停止ボタンを設けており、利用

者が移動しながらでも、現在地に応じた危険箇所の

情報を閲覧することが出来る。自動更新の停止ボタ

ンは、現在地から離れた危険箇所の情報も確認でき

るように設けている。 

次に本アプリケーションの主な機能の一つとして

実装した危険箇所の通知機能について説明する。こ

れは、利用者の近くに危険箇所がある場合、その箇

所に関する情報を通知する機能である。通知は図 1

の左で示すように、アラートを用いて行っている。

また、通知を行った際、その危険箇所のマーカーに

バウンドするアニメーションが追加されるシステム

を実装したことで、多数登録されている危険箇所か

ら、より身近にある危険箇所を強調している。現在

のシステムでは、通知を受け取るたびに地図画面が

隠れてしまうため、地図上の現在地やマーカーを含

めた危険箇所の情報を確認しながら通知を受け取る

ことが出来るように改良することで、より使いやす

くなると考えている。 

最後に通知とマーカーのフィルタリング機能につ

て説明する。地図画面の上部に火災、水害、地震、

犯罪の 4つの災害項目を記したチェックボックス及

び、フィルタリングのボタンを設置している。初め

は全ての項目にチェックが入っており、地図上には

全ての災害項目に対するマーカーの表示、危険箇所

の通知が行われる。チェックを外し、フィルタリン

グのボタンをタップすることで、チェックされてい

ない項目のマーカーが地図上で非表示になり、通知

されないようになる。図 1の右では、水害と地震の

チェックを外しフィルタリング行った際の地図画面

である。火災または地震の項目の含まれないマーカ

ーは表示されなくなっている。この機能を実装した

ことで、利用者が必要としている情報を効率良く受

け取ることが可能となった。現在のシステムでは、

フィルタリング項目は本章で記述した災害項目でマ

ーカーと通知を絞り込むものしかない。例えば、一

日に行われる通知の回数制限をすることができるな

ど、フィルタリング項目の種類を充実させることで、

利用者にとって、より効果的なアプリケーションに

なると考える。 

 

 

 

 

 

 

 
図１：危険箇所の通知（左）とフィルタリング後

の地図画面（水害と地震項目のチェックを外した状

態）（右） 

 

 

4. まとめと今後の課題 

本研究ではハザードマップ作成支援システムによ

って蓄積された情報を位置情報に基づいて通知する

アプリケーションの開発を行った。通知機能だけで

なく、通知やマーカーのフィルタリング機能を実装

したことによって、より利用者にとって使いやすく、

効果的なアプリケーションとなった。また、本アプ

リケーションによって、平常時においても危険箇所

における情報を受け取ることで、利用者が危険箇所

を把握し、その箇所に対する防災意識が向上される

ことを期待している。 

今後の課題は、第 3章で述べたフィルタリング項

目の充実と通知機能の改良である。 
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